
 

 

いなべ市の市民活動情報誌 「活センニュース」 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年 ５月号 

 

 

市民活動センターは、住みよいまちづくりをすすめる市民活動団体、ボランティア団体など、

あなたのセンターです。皆さんにとって使いやすいセンターを目指しています。 

ご意見、ご要望をどんどんお寄せください。 

～「しょうがい」って何？ ？ ～

歩けないこと、目の見えないこと、人とコミュニケーションがうまくできないことなどが「障がい」ですか？ 

「障がい」って階段しかない施設、点字の案内がない場所などの社会の仕組みが障害ではありませんか？ 

人の助けがいる体のひとは、障がい者ですか？ 

その人を見ないふりする、邪魔者扱いする人が、障害者ではありませんか？ 

たとえば、車いすの人が「かわいそうだから」ではありません。 

障がいがあっても、健常者と同じように普通にくらす権利があるから助けるのです。 

その人の人権を守るために助けるのです。 

そのことが、自分の人権も守られることなのです。 

(「特定非営利活動法人障がい者支援の輪ののはな」ポスターより抜粋) 

～いなべ市内の障がい者に関する市民活動登録団体～

・NPO法人障がい者支援の輪ののはな  

・NPO法人プロジェクト大地         

・社会福祉法人晴山会              

・社会福祉法人あじさいの家         

・くれよんサークル                

・大安町障がい児者を守る会         

・朗読ボランティアなよの音          

・朗読ボランティアこもれび          

・東員点訳友の会                 

 

※お問い合わせは、いなべ市市民活動センター(７４‐５８０６)まで。 

まずは、関わることから始めてみませんか？ 

いなこね主催 

「凸凹カフェ」の様子 

(Instagramより) 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カンボジアの内戦終結のために奔走し、２５歳という若さで犠牲になった中田厚

仁さんをご存じですか。彼が亡くなった場所に、人々が集まってできた村は、“アツ

村”と名付けられ、そこで生まれ育った学生ダンサーらが彼を題材にしたオリジナ

ルクメール舞踏ドラマを披露して日本をまわりました。伝統文化の保全やアジア地

域の仕事づくりの繋がりを応援するため、フェアトレードタウンであるいなべ市で

も、４月８日(月)、シビックコアで上演されました。 

後半には、カンボジアの少数民族クイ族の女性から、現地の食、文化、伝統につ

いての話もありました。「次世代につなげる暮らしを大事にしている」というクイ族

の話に、今の日本の暮らし方がこれでいいのかを考えさせられました。 

イベントのチラシには「平和とは、誰もが享受できる、世界共通、最大の社会的共

通資本」という言葉がありました。あらためて、私たち一人一人に何ができるのか

を問われている気がしました。 

 

初めての「つなぐカフェ」を開催しました！

コロナ感染症が流行する以前は、市民や活動団体が集まり、地域の課題や社会の問題について語り合う

「NPO カフェ」を各町で定期的に行っていました。今年度からふたたび市民活動センターを飛び出し、市内の

各所で“まずは市民活動センターについて知ってもらおう！”、“市民活動に興味を持ってもらおう！”というと

ころから「つなぐカフェ」という名称で交流カフェを始めることにしました。 

第１回目のつなぐカフェは４月２０日(土)、いなべ市役所シビックコア棟１階で開催し、６名の方が集まってく

れました。すでに市民活動をしている方や、NPO 法人の職員の方、顔見知りの方もいれば初対面の方もいま

した。今回は特にテーマを設けず、自由に歓談していただきました。お互いの自己紹介や活動の話に始まり、

趣味の話や鉄道の話、はたまた梅雨入りの話からリニューアルした阿下喜温泉の話まで、話題が尽きることは

ありませんでした。同じ分野の活動をしている方たちで、情報交換をしている場面も見られました。 

次回は５月１８日(土)、いなべ市役所シビックコア棟１階で、９時～１１時まで開催します。老若男女、どなたで

も大歓迎です。ぜひ、お越しください。お待ちしております。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご報告】 

いなべ市市民活動センターに設置していた募金箱の全額 17,000円を中日

新聞能登半島地震義援金に寄付しました。皆さんのご協力、本当にありがと

うございました。 

 

笠間の里マルシェ＆フェスタ 

日時  ５月１２日(日) 10：00～15：00 

場所  笠間小学校グラウンド・体育館 

 

有志で集まった笠間の里せんだんネットワークが毎年開催するイベント 

です。毎年大人気のお化け屋敷をはじめ、演歌や津軽三味線のショー、 

子どもたちによるヒップホップダンスのステージもあります。また、さま 

ざまな店舗が一堂に会するマルシェや、ラリーカーの展示など盛りだく 

さんの内容で、皆さんをお待ちしています。雨天決行。 

 昨年の笠間の里マルシェ＆フェスタの様子 

 
台湾や日本各地でも地震災害が相次いでいます。 

私たち、一人一人にできる支援と備えをしていきましょう。 

 

ワールドフェアトレード・デーＩＮＡＢＥ ２０２４ 

５月はフェアトレード月間☆マルシェ＆イベント開催！！ 

 

日時  ５月１１日(土) 10：00～15：00 

場所  にぎわいの森 

 

フェアトレード商品を扱うマルシェやノルディックウォーキング体験、

トークイベントなど、誰もが笑顔になる１日になること間違いなし！

ぜひ、ご家族やお友達と一緒に遊びにきてください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いなべ市市民活動センター 

いなべ市員弁町笠田新田 111 員弁庁舎内 

TEL （0594）７４－５８０６ 

E-mail i.shiminkatu@m7.cty-net.ne.jp 

HP https://inabeshiminkatu.jimdofree.com 

委託事業運営者 NPO法人いなべ市民クラブ 

 

いなべ市 SDGs 推進パートナー 

 

 

 

４月から事務局でお世話になっています梅山浩幸と申します。 

無趣味で何の取り柄もない人間ですが、「がんばる」よりも 

「ふんばる」を糧に、皆様のお役に立てれば幸いです。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

新しい職員を紹介します！ 

１DAY フードドライブ ～フードロスをなくそう～ 

提供できる食料品を持参してください。その場で、必要な食品の持ち帰りもOK。 

皆さんのご協力をお願いします！！ 

 

日時  6月 15日(土) １０：００～15：00 

場所  スマイルフェスタ会場 【北勢市民会館】 

〈注意事項〉 

・生鮮品や常温保存ができないものはお断りします。 

・賞味期限が２カ月以上残っている食料品をお持ちください。 

・持ち込みできる食料品は未開封・未使用に限ります。 

 

〇 米、乾麺、缶詰、レトルト食品、菓子、調味料など 

× 冷蔵品、冷凍品、アルコール類、開封済みのものなど 

mailto:i.shiminkatu@m7.cty-net.ne.jp

